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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ フ ェ ル ー ル と 、
　 第 ２ フ ェ ル ー ル と 、
前 記 第 １ フ ェ ル ー ル を 収 納 す る 第 １ ハ ウ ジ ン グ と 、
　 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル 及 び 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル を 内 部 に 収 納 可 能 な ア ダ プ タ と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル は 、 前 記 ア ダ プ タ に 対 し て 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル を 挿 抜 す る 方 向 で あ  
る 第 １ 方 向 に お け る 先 端 に 位 置 し 第 １ 光 入 出 射 部 が 形 成 さ れ た 先 端 部 と 、 前 記 第 １ 方 向 に  
交 差 す る 第 ２ 方 向 に お い て 互 い に 対 向 す る 第 １ 側 面 及 び 第 ２ 側 面 と 、 前 記 第 １ 方 向 に お け  
る 前 記 先 端 部 と は 逆 側 に 設 け ら れ 前 記 第 ２ 方 向 に お け る 幅 が 前 記 先 端 部 よ り も 広 い 鍔 部 と  
、 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル は 、 前 記 第 １ 方 向 に お け る 先 端 に 位 置 し 第 ２ 光 入 出 射 部 が 形 成 さ れ  
た 先 端 部 と 、 前 記 第 ２ 方 向 に お い て 互 い に 対 向 す る 第 １ 側 面 及 び 第 ２ 側 面 と 、 を 有 し 、
　 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル の 前 記 第 １ 側 面 及 び 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の 前 記 第 １ 側 面 に は 、 前 記  
第 １ 方 向 に 沿 っ て 延 在 す る 、 第 １ 凹 部 又 は 第 １ 凸 部 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 第 １ フ ェ ル ー  
ル の 前 記 第 ２ 側 面 及 び 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の 前 記 第 ２ 側 面 に は 、 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 延  
在 す る 、 第 ２ 凹 部 又 は 第 ２ 凸 部 が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 ア ダ プ タ の 内 面 に は 、 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル 及 び 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の 両 方 の 前 記 第  
１ 凹 部 と 嵌 合 可 能 な 第 ３ 凸 部 又 は 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル 及 び 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の 両 方 の 前  
記 第 １ 凸 部 と 嵌 合 可 能 な 第 ３ 凹 部 と 、 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル 及 び 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の 両 方  
の 前 記 第 ２ 凹 部 と 嵌 合 可 能 な 第 ４ 凸 部 又 は 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル 及 び 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の  
両 方 の 前 記 第 ２ 凸 部 と 嵌 合 可 能 な 第 ４ 凹 部 と 、 が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル 及 び 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル は 、 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル 及 び 前 記 第 ２ フ ェ  
ル ー ル の 両 方 の 前 記 第 １ 凹 部 又 は 第 １ 凸 部 が 前 記 ア ダ プ タ の 前 記 第 ３ 凸 部 又 は 第 ３ 凹 部 に  
嵌 合 し 且 つ 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル 及 び 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の 両 方 の 前 記 第 ２ 凹 部 又 は 第 ２ 凸  
部 が 前 記 ア ダ プ タ の 前 記 第 ４ 凸 部 又 は 第 ４ 凹 部 に 嵌 合 し た 際 に 、 前 記 ア ダ プ タ 内 に お い て  
前 記 第 １ フ ェ ル ー ル の 前 記 先 端 部 と 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の 前 記 先 端 部 と が 所 定 距 離 離 れ て  
対 向 し て 前 記 第 １ 光 入 出 射 部 と 前 記 第 ２ 光 入 出 射 部 と を 光 接 続 さ せ る よ う に 、 前 記 ア ダ プ  
タ に 嵌 合 可 能 で あ り 、
前 記 第 １ フ ェ ル ー ル 、 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル 、 及 び 前 記 ア ダ プ タ の 少 な く と も 一 部 に は 、 前  
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記 第 １ フ ェ ル ー ル の 前 記 先 端 部 と 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の 前 記 先 端 部 と が 所 定 距 離 離 れ て 対  
向 す る よ う に 位 置 さ せ る た め の 位 置 決 め 構 造 が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル の 前 記 鍔 部  
は 、 前 記 ア ダ プ タ に 対 す る 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル の 位 置 決 め を 直 接 又 は 間 接 的 に 行 う 前 記 位  
置 決 め 構 造 の 一 部 と し て 機 能 し 、
前 記 第 １ ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 ア ダ プ タ に 対 す る 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ た 前 記 第 １ ハ ウ ジ ン グ  
の 移 動 が 規 制 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 前 記 第 １ ハ ウ ジ ン グ に 対 す る 前 記 第 １ 方 向 に  
沿 っ た 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル の 移 動 が 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル の 前 記 鍔 部 に よ り 規 制 さ れ 、 こ れ  
に よ り 、 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル の 前 記 ア ダ プ タ に 対 す る 位 置 決 め が 実 行 さ れ る 、
光 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 光 入 出 射 部 と 前 記 第 ２ 光 入 出 射 部 と が 光 接 続 す る 際 に 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル の 前  
記 先 端 部 と 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の 前 記 先 端 部 と が 対 向 し て 離 れ て い る 前 記 所 定 距 離 は 、 ０  
． ０ ５ ｍ ｍ 以 上 ２ ． ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 光 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル の 前 記 鍔 部 の 前 記 先 端 部 側 の 一 端 か ら 前 記 先 端 部 ま で の 距 離 は 、 ２  
ｍ ｍ 以 上 １ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 、
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 光 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル を 収 納 す る 第 ２ ハ ウ ジ ン グ を 更 に 備 え 、
前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル は 、 前 記 第 １ 方 向 に お け る 前 記 先 端 部 と は 逆 側 に 設 け ら れ 前 記 第 ２ 方  
向 に お け る 幅 が 前 記 先 端 部 よ り も 広 い 鍔 部 を 更 に 有 し 、
前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の 前 記 鍔 部 は 、 前 記 ア ダ プ タ に 対 す る 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の 位 置 決 め  
を 直 接 又 は 間 接 的 に 行 う 前 記 位 置 決 め 構 造 の 一 部 と し て 機 能 し 、
前 記 第 ２ ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 ア ダ プ タ に 対 す る 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ た 前 記 第 ２ ハ ウ ジ ン グ  
の 移 動 が 規 制 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ ハ ウ ジ ン グ に 対 す る 前 記 第 １ 方 向 に  
沿 っ た 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の 移 動 が 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の 前 記 鍔 部 に よ り 規 制 さ れ 、 こ れ  
に よ り 、 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の 前 記 ア ダ プ タ に 対 す る 位 置 決 め が 実 行 さ れ る 、
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 光 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 光 入 出 射 部 及 び 前 記 第 ２ 光 入 出 射 部 の 少 な く と も 一 方 の 光 入 出 射 部 は 、 前 記 第  
２ 方 向 に 沿 っ て 並 ぶ レ ン ズ ア レ イ で あ る 、
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 光 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 レ ン ズ ア レ イ は 、 前 記 先 端 部 の 先 端 面 か ら フ ェ ル ー ル 内 部 に 窪 ん だ 領 域 に 設 け ら れ  
、 前 記 レ ン ズ ア レ イ の 先 端 が 前 記 先 端 面 よ り も フ ェ ル ー ル 内 部 に 位 置 す る 、
請 求 項 ５ に 記 載 の 光 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 レ ン ズ ア レ イ は 、 前 記 先 端 部 の 先 端 面 か ら フ ェ ル ー ル 外 部 に 突 出 し た 形 状 を 有 す る  
、
請 求 項 ５ に 記 載 の 光 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ア ダ プ タ の 前 記 第 ３ 凸 部 又 は 第 ３ 凹 部 と 前 記 第 ４ 凸 部 又 は 第 ４ 凹 部 と の 少 な く と も  
一 方 は 、 前 記 第 ２ 方 向 に 弾 性 変 形 可 能 に 構 成 さ れ て い る 、
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 光 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル の 前 記 第 １ 側 面 及 び 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の 前 記 第 １ 側 面 に は 、 前 記  
第 １ 方 向 に 沿 っ て 延 在 す る 前 記 第 １ 凹 部 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル の 前 記 第  
２ 側 面 及 び 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の 前 記 第 ２ 側 面 に は 、 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 延 在 す る 前 記
第 ２ 凹 部 が 設 け ら れ て お り 、
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　 前 記 ア ダ プ タ の 内 面 に は 、 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル 及 び 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の 両 方 の 前 記 第  
１ 凹 部 と 嵌 合 可 能 な 前 記 第 ３ 凸 部 と 、 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル 及 び 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の 両 方  
の 前 記 第 ２ 凹 部 と 嵌 合 可 能 な 前 記 第 ４ 凸 部 と 、 が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル 及 び 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル は 、 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル 及 び 前 記 第 ２ フ ェ  
ル ー ル の 両 方 の 前 記 第 １ 凹 部 が 前 記 ア ダ プ タ の 前 記 第 ３ 凸 部 に 嵌 合 し 且 つ 前 記 第 １ フ ェ ル  
ー ル 及 び 前 記 第 ２ フ ェ ル ー ル の 両 方 の 前 記 第 ２ 凹 部 が 前 記 ア ダ プ タ の 前 記 第 ４ 凸 部 に 嵌 合  
し た 際 に 、 前 記 ア ダ プ タ 内 に お い て 前 記 第 １ フ ェ ル ー ル の 前 記 先 端 部 と 前 記 第 ２ フ ェ ル ー  
ル の 前 記 先 端 部 と が 所 定 距 離 離 れ て 対 向 し て 前 記 第 １ 光 入 出 射 部 と 前 記 第 ２ 光 入 出 射 部 と  
を 光 接 続 さ せ る よ う に 、 前 記 ア ダ プ タ に 嵌 合 可 能 で あ る 、
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 光 接 続 構 造 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 フ ェ ル ー ル １ ０ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 光 フ ァ イ バ ３ の 各 先 端 部 を 保 持 し 、 こ  
れ ら 光 フ ァ イ バ ３ を 他 の 光 コ ネ ク タ （ フ ェ ル ー ル ） に 保 持 さ れ る 別 の 光 フ ァ イ バ に 光 学 的  
に 結 合 さ せ る た め の 部 材 で あ る 。 フ ェ ル ー ル １ ０ は 、 本 体 部 １ １ 、 鍔 部 １ ２ 、 側 面 １ ３ ，  
１ ４ （ 第 １ 側 面 、 第 ２ 側 面 ） 、 凹 部 １ ５ ， １ ６ （ 第 １ 凹 部 、 第 ２ 凹 部 ） 、 先 端 部 １ ７ 、 後  
端 部 １ ８ 、 及 び 、 レ ン ズ ア レ イ １ ９ （ 第 １ 光 入 出 射 部 、 第 ２ 光 入 出 射 部 ） を 備 え て い る 。  
フ ェ ル ー ル １ ０ は 、 例 え ば 、 ポ リ フ ェ ニ レ ン サ ル フ ァ イ ド （ Ｐ Ｐ Ｓ ） 、 ポ リ エ ー テ ル イ ミ  
ド （ Ｐ Ｅ Ｉ ） 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト （ Ｐ Ｃ ） 、 ポ リ メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル （ Ｐ Ｍ Ｍ Ａ ） 、 ポ リ  
エ ー テ ル サ ル ホ ン （ Ｐ Ｅ Ｓ ） 、 又 は 、 シ ク ロ オ レ フ ィ ン ポ リ マ ー （ Ｃ Ｏ Ｐ ） 等 の 材 料 に よ  
っ て 構 成 さ れ る 。 フ ェ ル ー ル １ ０ は 、 全 体 が 光 透 過 性 の 樹 脂 か ら 構 成 さ れ て も よ い し 、 レ  
ン ズ ア レ イ １ ９ と 光 フ ァ イ バ ３ の 先 端 部 と の 間 の 領 域 が 少 な く と も 光 透 過 性 の 樹 脂 か ら 構  
成 さ れ て も よ い 。 光 コ ネ ク タ １ に 結 合 さ れ る 他 の 光 コ ネ ク タ は 、 光 コ ネ ク タ １ と 同 様 の 構  
成 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う な 構 成 の ア ダ プ タ ２ ０ に 対 し て 、 第 １ 開 口 ２ １ か ら フ ェ ル ー ル １ ０ Ａ を 挿 入 し  
、 第 ２ 開 口 ２ ２ か ら フ ェ ル ー ル １ ０ Ｂ を 挿 入 し て 、 そ れ ぞ れ の 先 端 部 １ ７ が 離 れ て 対 向 す  
る よ う に 配 置 す る 。 こ れ に よ り 、 光 接 続 構 造 １ ０ ０ が 構 成 さ れ る 。 こ の 光 接 続 構 造 １ ０ ０  
で は 、 フ ェ ル ー ル １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ の そ れ ぞ れ が 凹 部 １ ５ ， １ ６ を 備 え 、 ア ダ プ タ ２ ０ が 凸  
部 ２ ４ ， ２ ５ を 含 む こ と に よ り 、 フ ェ ル ー ル に ガ イ ド ピ ン を 設 け な く て も 、 フ ェ ル ー ル １  
０ Ａ ， １ ０ Ｂ を ア ダ プ タ ２ ０ 内 に 挿 入 し た 際 に ア ダ プ タ ２ ０ に 対 す る フ ェ ル ー ル １ ０ Ａ ，  
１ ０ Ｂ （ 即 ち 、 光 コ ネ ク タ １ の 複 数 の 光 フ ァ イ バ ３ ） の Ｘ 方 向 及 び Ｙ 方 向 に お け る 位 置 と  
Ｘ Ｙ Ｚ 軸 の 各 軸 を 中 心 と す る 各 回 転 を 規 制 し て 、 フ ェ ル ー ル １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ の 位 置 決 め を  
行 う こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 複 数 の 光 フ ァ イ バ ３ 同 士 の 位 置 決 め の た め に 高 い 寸 法 精 度  
を 有 す る ガ イ ド ピ ン を 用 い る 必 要 が 無 く な る 。 ま た 、 異 物 が 付 着 し た ガ イ ド ピ ン を 用 い る  
こ と に よ る 複 数 の 光 フ ァ イ バ ３ 同 士 の 位 置 決 め 精 度 の 低 下 が 発 生 す る 事 態 を 回 避 で き る の  
で 、 接 続 損 失 の 低 下 を 抑 制 で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 図 ６ を 参 照 し て 、 光 接 続 構 造 １ ０ ０ に お い て 、 一 対 の フ ェ ル ー ル １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ  
（ 光 コ ネ ク タ １ 同 士 ） が 所 定 距 離 を 離 れ て 対 向 し て い る 光 接 続 状 態 に つ い て 、 よ り 詳 細 に  
説 明 す る 。 図 ６ は 、 一 対 の フ ェ ル ー ル １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ が ア ダ プ タ ２ ０ 内 に お い て 光 接 続 さ  
れ た 際 に 離 れ て 対 向 し て い る 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ６ で は 、 説 明 を 容 易 に す  
る た め 、 ア ダ プ タ ２ ０ や 光 フ ァ イ バ ３ 等 の 記 載 は 省 略 し て い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 フ ェ ル ー ル １ ０ の 側 面 １ ３ ， １ ４ に 凹 部 １ ５ ， １ ６ （ 溝 ）  
を 形 成 し 、 ア ダ プ タ ２ ０ の 内 面 に 凸 部 ２ ４ ， ２ ５ を 形 成 し 、 凹 部 １ ５ ， １ ６ に 凸 部 ２ ４ ，  
２ ５ が 入 り 込 む こ と で 、 フ ェ ル ー ル １ ０ の ア ダ プ タ ２ ０ に 対 す る 位 置 決 め が 為 さ れ て い た  
。 し か し な が ら 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 こ れ と は 逆 に 、 フ ェ ル ー ル １ １ ０ の 側 面 １ １ ３ ，  
１ １ ４ に 凸 部 １ １ ５ ， １ １ ６ （ 第 １ 凸 部 、 第 ２ 凸 部 ） を 形 成 し て 、 ア ダ プ タ １ ５ ０ の 側 面  
１ ５ ２ ， １ ５ ３ に 凹 部 １ ５ ４ ， １ ５ ５ （ 第 ３ 凹 部 、 第 ４ 凹 部 ） を 設 け て 、 各 フ ェ ル ー ル １  
１ ０ が ア ダ プ タ １ ５ ０ に 挿 入 さ れ る よ う に し て も よ い 。 各 フ ェ ル ー ル １ １ ０ の 側 面 形 状 を  
除 く 基 本 的 な 構 成 は 、 フ ェ ル ー ル １ ０ と 同 様 で あ る 。 こ の 変 形 例 の 場 合 、 フ ェ ル ー ル １ １  
０ の 側 面 １ １ ３ に 形 成 さ れ る 凸 部 １ １ ５ に は ２ つ の 位 置 決 め 部 １ １ ５ ａ ， １ １ ５ ｂ が 設 け  
ら れ 、 フ ェ ル ー ル １ １ ０ の 側 面 １ １ ４ に 形 成 さ れ る 凸 部 １ １ ６ に は ２ つ の 位 置 決 め 部 １ １  
６ ａ ， １ １ ６ ｂ が 設 け ら れ て も よ い 。 ２ つ の 位 置 決 め 部 １ １ ５ ａ ， １ １ ５ ｂ 及 び ２ つ の 位  
置 決 め 部 １ １ ６ ａ ， １ １ ６ ｂ は 、 フ ェ ル ー ル １ ０ の 位 置 決 め 部 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ 及 び 位 置 決  
め 部 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ と 同 様 に 、 長 手 方 向 （ Ｚ 方 向 、 図 １ ０ に お い て 紙 面 に 直 交 す る 方 向 ）  
に お い て 互 い に 離 れ て 形 成 さ れ て お り 、 側 面 １ １ ３ 及 び 側 面 １ １ ４ の 他 の 部 分 （ 段 差 部 ）  
よ り も 外 側 に 僅 か に 突 出 す る 構 成 に な っ て い る 。 ま た 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 各 フ ェ ル ー  
ル １ １ ０ Ａ の 側 面 １ １ ３ Ａ ， １ １ ４ Ａ の 凸 部 １ １ ５ Ａ ， １ １ ６ Ａ が 半 円 突 起 形 状 又 は 楕 円  
突 起 形 状 で あ っ て も よ く 、 こ の よ う な 形 状 の 側 面 １ １ ３ Ａ ， １ １ ４ Ａ に 、 ２ つ の 位 置 決 め  
部 １ １ ７ ａ ， １ １ ７ ｂ 及 び ２ つ の 位 置 決 め 部 １ １ ８ ａ ， １ １ ８ ｂ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て も  
よ い 。 ２ つ の 位 置 決 め 部 １ １ ７ ａ ， １ １ ７ ｂ 及 び ２ つ の 位 置 決 め 部 １ １ ８ ａ ， １ １ ８ ｂ は  
、 上 記 同 様 、 フ ェ ル ー ル １ ０ の 位 置 決 め 部 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ 及 び 位 置 決 め 部 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ  
と 同 様 に 、 長 手 方 向 （ Ｚ 方 向 ） に お い て 互 い に 離 れ て 形 成 さ れ て お り 、 側 面 １ １ ３ Ａ 及 び  
側 面 １ １ ４ Ａ の 他 の 部 分 （ 段 差 部 ） よ り も 外 側 に 僅 か に 突 出 す る 構 成 に な っ て い る 。 な お  
、 フ ェ ル ー ル １ １ ０ 及 び １ １ ０ Ａ の 側 面 形 状 を 除 く 基 本 的 な 構 成 は 、 フ ェ ル ー ル １ ０ と 同  
様 で あ り 、 図 １ ０ 及 び 図 １ １ で は 詳 細 な 記 載 は 省 略 し て い る 。
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